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 ・黒潮流量と飛魚漁獲量について

漁業部上一野一茂

 ・黒潮のI去嘉に・・.い.てば帥・{'・.皐から長崎海洋気象台が調牽して
 /lるので裁くに」身遁かな一きのと一して・瓦線と崎を選ん叶
 第/表AI東海の流量第/表B

 /06m腔。

浅'革
流量測定線
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 第2図　流量の経年変化(移動平均)・・

 程一帯辛・.線の流写経年傾向岬平・抽亨頂点としてそ・の後漸減
 しつ㌧あ.一1.=丘亦・'秤α.線は夫・辛の傾向を示ビいる・・,
 こ?触流量の変化に加えて・今冬の寒冷異変と.い・.亦鹿塒県の
 漁獲統計カ・一らみ・て1も東'海サバ跳釣の翼徴やブリ漁況の未恢復.二片口

 .イフ㍗即現象とい・㌧吏に海の・手といわ㍗マイ.ワシがヂ県で
 輯竿秤値菱喪条二叶㍗師・・年で亭った'がその後漁場は漸次北
 .遷し・全国的には現在福島雫千年叫葉県銚子洲三竿二の漁場と
 して坪玄㍗みで・往叩産卵場㍗った薩南岬からの挿絵!干
 壮絶.しマいると.さこれでい走が、二南海区堵産研究所沿岸資渡部の日。向

 灘.や1調査1坤干川ギ師・.ケ年・・干と竿加の傾削こあると
 、報告亭れ㍗.㍉き、・
 この.祥に雫.野と・い哨況干・い一つの寧換頚に逢着し.ているら.しい
 不安感ξ.・ア・々シ資源苧恢復す岬不振の竿苧漁業に声・つて大きた
 救1守る.1.・と.い'1期秤から南海区水産研師嬢甲艀資野部表の一説
 ・に従っセ我・坤.近作雛繊魚群察g・う.ち低渾系竿群壊(々イ
 ワシ・一丁サバ・I㍗で々)と高温.系亜群聚てゴ了サパ・下アジ・
 .ムロ㍗琴・.づルイ・イワシ)と城寧を逼線と鵬g流量変化か
 ・ら求め千1一とト・た嚇・凋地的な単なる牢児島県の属地統計あ1みをも
 って実平しよう辛する中み自体1干魚琴寧あると予えた・。

 軸、
 ・_2_.駁



 第2表　鹿児島県.属地統計

         =＼＼＼低温系亜群繋高温系亜群繋
         、一■一■■一

         マイワシスルメイカブリ計・サバアジウルーメ。計

         ・指数指数指数指一致指数指I数増数指数
         螂26ユ00一ユOOユ・00ユ。oユOOユ00ユOOユOO
         275身ユエ28757202243一60'一■ユ73
         2874ワ6・ユ3982ユ74252ユエ4ユ78

         29ユ863ユエ630..ユ862.89.45ユ74

         30ユ324.5?ユ8軍ウ2278.ユエ5229

         3ユ.6一身4・76ユ5ユε〇一32月5.5i83

         3284ユ54ユ4.6485β・貫6プ・4ξ.ユ
         3-36624ワユ26ユ34'4・253409

         .34ユユ8一46一640832464.28§

         35O,4ユエO508'34.86ユ8ユ26         36○ユ.ユ26588229・8ユ2一26358'一■I.■329

 紅】

 そこで例年・㌻・月頃になると琴㍗花あ飛魚維久予・一子率
 に来族し・.熊毛海域の主幹漁業と牟るので叶浮敷呼況と叩舛
 をみる一ため福南係数を.算出し併せ下有意性を検討した。二

 第3奉一熊毛碑域の癌魚.漁獲壷・で鞭11鵬)'..・・
    ＼     、＼絵・体馬毛島屋久。.・島一
    昭和306.89君.58'4'.3ユ
    ・3ユ1,268一一532736

    32ユー,005434.一.57.ユ

    33ユ,0iユ208'8-Q3

    34一89-5・ユ4§74=6

    68.4ユ2256r2    ヒ16'5829・一5363
    ^
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 第4表・  E.線、G線流量.と熊毛海域飛魚漁獲量との相関係数.

馬毛島漁獲量

屋久島

 馬毛島と屋久島療獲.最

 上表の癌り何れ

 も熊毛海域のとび
 魚6漁況と無潮流

 の流唖との間にか

 在.らずしも相関の

 関係が見出され走

 印言え率い戸1一
 然し全体の漁獲豊

 とその漁期一に当・る

 6γ。7叩流量と一
 の間には相関或は

 。逆相関の傾向が見

 ら・れる。.貝口ち、種
 ・ケ島南東沖を通道

 する黒潮流め多い

 年は好漁の一傾・向に・

 あp.東支那海の
 流量の多い年は不・

 漁.申傾向に一あ∵る。
 又、/ヘイ2=月の流

 鐙.と漁獲鐙ξ.の間
 には.冬期東菜那涛

第3図  E線及G線の流量変化

 第4図　E線　1～2月流量と飛魚漁獲量
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 の流量の多い年法

 馬毛島の漁況は芳

 しくなく一、屋久島
 漁場に期待がもて

 る傾向にある。

 この様1乙漁獲量と

 流量との関I係は各

 々 の漁場では関係

 .は卓出し難くも全
 体.としては傾向が

 皐出さ机たり、全

 体としては関係は.

 早出し難一く.とも各
 々 にらいては傾向

 ヵし見出されたりと

 複雑淀関係がうか

 がわれるが今理輝'
 ξG線の流量の関

 係を常識的に考え

 てG線の流豊は固

 練に加わる流れと

 D線(大隅海峡を

 通る流量)を通る

 流遷、即ち、黒潔

 流となる流量と率馬暖流になる流鐙と分けられ一る“こ五線は前記
 G線より分岐した流量と南西諸島東岸Iを北上する暖蔀・系の流量との

 合計が考えられ.奉。従・つて・G線の変化によ、る遇.線の変'化は南西諸
 島東岸を北上す居流批の変イξを考えねぱなら一ないが(この資料が手

 元にない)三の流藍は大体ノーδ～・・X・96が舳に対し亙並
 びにG線は3σ㌧50X.ノー06耐/阜θc・≒。2'倍・以上であるので眉線

 第5図　E線6～7月流量と飛魚漁獲量

 第6図　G線1～2月流量と飛魚漁獲量



 1の褒化量.印線の=
 変化蚤に相当影響

 さ・れる章.のと考え

 ねば法.らないが、
 その関係は第2図

 の通りで二善事り関
 係担見拙し難い。

 これはG線の遍線'

 に加わる流路の変1

 1化1.率いはD糠の;
 流濫にも噸当影響

 する事が想像され

 る。
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 第7図　G線6～7月流量と飛魚漁獲量
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 従って、漁獲量と流鐙との関係が前記の・邸く複雑な関係にあるのも

 こ.ラした事が一部の原因をなしているものと思われ二こ.の問題は単

 に流麗と考えずに流量9変化に伴う各線め流路、潮目欝の海況の変・

 化による漁一獲盤の変化とし㌃取扱う事き必要キ岩えられる。



漁場観測速報(5月分)

養殖部

工.旬別平均水温

       一旬'観測地別葛輸水成川里       最='高最低最薦.最低最高最・..低

       上旬ユ7,£、.ユ6,5ユー9,呂8,Oユワ,5.ユ6,4'

       .中旬ユ8,ユユ7典20,7ユ9,5'ユ9,2工紬=
       下句一考O,620,022,o'2ユ石22,920,9

       月.平均ユ臥6二L8刀20,ワユ9,6ユち,2.ユ戦
       ,一

       前月差.十ξ・壬十映十蝸十郎'一

       前年差十ユ,5十ユ素一^'一

 O'輔の率融・餉膀十〃℃に示さ・・れ子ように・・月まり1もさ
 らに上昇畔線は上向きになり一・亦前千差^～/;2℃に季され
 るように着手島1目Iである。

 舳成川でも高輪と1同様な卵を示し・叩菱十干I5～皇・りをI
 示して.いる;'

 ○里ではこあ煩一向・は不明で'ある・承.その上昇傾向からほ㌢扇様で
 1あるものと恵われる。

 ?長崎海神気宰台の西目本海況旬報によると・この水温上昇舛黒
 潮の影響が繋1'・なった.とと1あるが・一時舳気率の郷㍉大
 きく、中層或いは海底水温はまだ平年よ.り.かなり低目であゲ

 今後もこの一蝉が弾1見込みであ亭Iと1㌦

・
ミ

 皿漁況τ

 /、蔦.輪

 ㍗ウ機㍗幾二㌻タ㍗占∵/隻
 ・先月々坤で…以午を占めてい午フグ.が今亘半叩終I
 漁.した模、様一である.。・

 一7⊥



.1

 .ρタイは前月と大体同様である。。
 δI磯・麺網による.瀬魚の内イサキの占める割I合が大きくなり、'そ一
 .の大部分1を占め、亦、/本釣によっても釣獲され始牟た。
1産種

.
l

 L逆獲量1

        演種タコ'フ.ククーイ.=イサキイIカ稚・魚
        有為日数7日4一'■一4

        土延出漁船数ユ44隻ユ2一'■一.一ユ4

        漁獲量ユ965茅igo一一.}33-o

        有為日数ユ。'3'ユユ。

        中一延出漁.船数263一.7一5'4ユ

        漁.獲一量4ユ5-O一75』一20550

        有為日数ユO'4÷i        下延出漁船数工38`工2植

        漁獲量.34芦0一睾g655一一

        有為目撃27.4'ヅ9ユユ4

        計延出漁船数54.5ユ2ユ95?・55ち一`一I88q        逆獲量ユ5451ユ90.ユ牡6515i20
 .2、水.  成一、川

     右別魚種.小ダイ!アー9カニ
     ・有、漁日。数.     ㍗'5

     土延出漁一船数一'.■・パ.ユ2

     漁獲量一一'ユエ5

     有'漁員数、5日■圭6
     中延出漁船数4隻}ユワ

     漁獲量62晦一'{300
     有為.日数82弄4

     下延出漁船薮26一2一山1ユ7I

     漁膏丁。。,卵8ワ{
     有.漁日数ユ32ξ一ユ3

     計.延出漁船数.50一
     一'

     漁獲量■2■ 」

 b総水揚萬64!晦
 で前月の約半分Iの

 藍である率、これ
 は前月迄30%弱

 を占め.ていたイセ

 エビ漁が今月カ)ら

 禁漁鰯に入ったた

 め.である。一

 .○タイ類{ま!29K家
 揚っているが/隻

 平均32晩・で.前月

 の夕4陣から少く

一8一一



 ・一な.なっている。.

 ○イセェピ漁に換ってアサヒガニが水揚げされ始めたが/隻平均

 ・約4o晦で、/昨年・(昨年の資料ポし)の/340陣/隻平均約

 37陣を大きく下廻っている。一

 3、里村

 吐㍗,。票

        .色痴魚種キビナゴ'フ.リイカサ.!一瀬魚その他
        有為日数15目334I㌘3

        延出漁船数ユ5隻33堆53一3

        上二・.'申漁獲量ユ邑0709?585&90307事        有こ漁滑二数6ユユ。ユ6ユ

        延出漁船数22■ユ2(ユ9ユ

        準獲量ム2-80I30565ユ5079030

        有旗日数・ユO一.ユ。34ユー一一.ユ        下延出漁船数94一ユ573ユ4

        漁一獲量3全3ユ。'60060一■一一'5        有為日数2ユ・423…■;
        許票ユ3ユ(2430・一28665一「'ユ65        50,660ユ。、ぱ。5454,565
        ←

 ()内…平定置網甲凱1I
 ○総水揚高5Z280暉でその88%弱をキビナゴが占めていて、

 その中の28%(7佐000陣)は地曳2統に一キ'る水苧で奉る。
 ○瀬魚は主にメジナ、イサキ、プダィ、!シダ々、タバメ等で/

 隻当り平均約69陣で好漁である。

 ○ブリは極め.て不漁でわずかに/05陣で牢置網漁獲は阜5.K穿のI
 みである。

 ○イーヵ:/250陣の内3451毎は赤イカで残りは氷イーカでその大

 部分・は定一直縄で漁獲されたものである。

 ○をの他の魚種ではシマアジ、ヒラアサ等である。・

 .二・9一一



阿久根市沿岸地先水質調査

三.調.査部

 まえ率き

 阿久根市年本県沿岸漁業の塞地として有数な坤位にあり・・その地
 先海域一帯は古来ワカメ、・テングサ・1マ・クゾタ・コ・・イ中、.イセエ
 ビ、アワビ、ウニ等有用水産動植物の生棲漁'場としても知られてIい
 た。

 最近においてはこれ㍗対象≒レた増填手撃も離られ・.それと併
 行して漁港の整備、陸上施設の充実、漁船の近代化・、漁協の再建整

 備等も漸く軌道に乗り二一水揚高も上昇傾向に一ある。
 また市当局に粗いても地元漁民.の熱意に応え水産振興費を年々相当

 額予算計上し、地元永産業の振展策を画しつ＼あるときく。
 一方市当局は地元陸上資源開発一の一環として工場誘致運動を展開中

 のとこち、隅和37年度内に市内赤瀬川地区に皮革工場を建設する

 運びに至った。黙るに皮革工場廃水は非常に汚染慶が高ド廃水の一
 つに数えられ、一般に色.崖が大で、.有機物及び無機質の浮涛物や溶

・.'

 解性物質を多量1千.含み・・通.常カ)なりの・ア㍗カリ性下BODも高いと
 一言われている・9で海域流出後の.本産資源三に与える影響を考慮し・工
 場操秦前に測る地先水域の水質等を坤し今後の行政資料筆に供.
 したい意向を以てその調査.宇水産試験芦に黍戸モされた。よIつて昭和
 ・・年慶内に・回阿今根沿岸地卸卒離等牟実施した・ここに
 その一結果を報告する。.

 調査期1ヨ'.・一=

 第一/回昭和3ク年一/2月3日～/2月6日

 第2回昭和38年2月26日～13月2日

調査員

第/回

畠山国雄九万田一已上.田忠男荒牧.孝行

 ↑!・0、;



 .武田健⇒(本試調査部)'
第一2回

 .軸風評上田忠.男.荒牧孝行・武田。健二
(本試調査部)

川上.市正(本試漁菜部)藤田征作一(本試養殖部)

調二.査項一目

第/回一

 水質・泥算・搾物・潮流鰍I.
第2雨

 水質、泥質、訂生物、.底棲生物、・潮流観測・、・水深・

雨

 調査結.果及び考察
 工阿久根沿岸地先に拘ける漁業概要

 阿久根碑業坤同率合下卵・・年・.・・年に測る水揚高及
 び調査区。叩の干狂水率動即の・分布にっし'て一その概要を参考
 のため記す。

 一(ユ)組合員数と漁船数`

 組合員碑惇890名、漁業別の.漁船はワカィ採捕に70～

 .ダρ隻ゾ'コ採捕に36隻・イカ引き1・0隻・一本予・・
 一隻、刺箪/一.5隻である。
 (2)主な本産動植物の分布

 一分布『は別区の通.りで・タゴニプ.カ・.ワカメの棲那琴地
 帯であり.・特にワカメ1ま水揚亨れる大部分がこの竿帯で蹄
 されるもので、こ一れらの海藻の繁茂と同時舌こアワビ等も棲息
 して清り、水産資源の豊富さを示している。

 皿水質及び泥質

 調査地点は廃水.口(中津浜川・口)半径)000犯以内は500
 脇間隔又半径200δ∴4000かの範囲は./0δ0肌間隔に設定し

 て40点を調査した一、叉水質泥質の分析揮者ま常法に従って行っ
 た。

'//一



 透明.慶は/0吼爾後であり、2月の調査では沖合で・/8肥の個所

 も認めた。

 水温は/8℃、2月は/2～./3℃に低下し、溶存醸≡素は2圃央。

 1と一8・.・皿前後を示したが・郎ではイ2戸・無酸素状態で・これは一
 澱掃廃水の影響と考える。塩素量は/亙・8～/89%o、浮勝物は
 /0pP皿以下が大部分で、S㌔ダ、g附近で50PP凪も示した地
 点もあるが、これは砂泥等の混入とみられる。。

 化学的酸素要求量(σO'D)は0I5PP皿二葡後、.生物化学的酸素要

 求彙(BOD)は/P戸皿前後、アンモニウムイ才ンは'0'一/P甲血、
 亜.硝酸イオン0,005PP皿、I可溶性リンは005～α02PP皿一σ範囲1
 である。

 泥質は貝殻の混入が多い地点もあり一、'灼熱減量として2～夕%、

 磁化物αg/舳以一下で検出されな!'場研も.かなりある・泥の化..
 学的酸素I要求量は/～0.5粥/8以下で非常に少ない。

 」:記のと滴り水質∵泥質共に極端な一異常は認め・られなく、.殆んど

 全水域にわたり正常な水域である。・.

皿汀生紡調査

 二阿・久根沿岸打線の9調査堆点から千潮時に戸丁生物の採集を行い
 種類と出現率の調査を.打つだ。出現量に戸ザてはσ一R法で干.し
 た.。一一ぶ

 I第一ノ・回中和・・午・2.月・日。q・ポ・・時
 海藻は季節により、又二。種輝1王より特異性があるのセー騒に言え・
 ないが、オキツノリ、アオサ等.がみら柞、これを生育過程からみ

 るとまだ初窺の.も一ので・・各地点とも二・月下旬から3月にかけ一て・
 種類、量芙に多くなると思.われる。

 一雫物では貝類が多1その卵も潮間帯下部g牽礁に嬢息するノガ
 イb類は各地、点とIも'多く出現し今後の調査指標として最適と考え
 る。

第2固昭和38年2月28日

 勤幼は師甲同様貝類が多㌧.その中でもイ。ガイ類.(一グージャクガイ・、
 一!4}一…



 ヒメガイ)はどの地、怠にお{・ても多く出現している二

 海藻は冬から蕃にかけては最も繁茂する蒔一期ぞあり、従うて今国

 は各調査地点でも多種の海藻∴が出現している。特に多坪ったのが
 アオサと次にフクロフリリ、一ピラア才ノリ、ハパノリ等であIった。

 w底穣隼物
調査一二肩.目昭和一38年3月28目
 試験船がもめ丸を使用し、平均/0ψi工1め壷度で苫～6一腎ド

 ㌣ツチを曳航し・エ鰍流帥沖合の平点(叫/16・.デ0)
 よぱ物・牟環蓼岬及び盛について調査しポ.・
 調。査準点1亭3点とも岩礁が多く'、充分な調査は出来なかったが、
 一帥2-0一は最も多種類の生物が採集され、帥/6から帥8、一郷ち細
 含から陸地に近1なるにつけて生物の種類は一触に牛ぐI榊.一・局・

 .一一種が多く採集された。な狛、魚類の天然餌料とし一て溺係・の深い
 ミミーイカ、オ・キアミ等が多数採集されたのは興味深い。

 .V潮流調査

 維海域の岬近地勢は.北側に黒瀬戸・;一脇本渡を撞元・西噛に1ま、、
 .桑島・大島のほか・小島こ元島(何れ責高さ37海)があグ雫
 ユ000物の所に阿久根港が存在す岩。そして調査海域は黒/瀬戸
 ～桑畠を一緒ぶ線から東側へ湾曲した海津線の南一倒地先に位置す一志

 ・所である。

 、簡易水路誌第1!・蝸によ1これら蹴近g中流艘ぽr一
 へ㊥黒瀬戸{守.いては綱は低潮眉く蒔.よ.り一・高潮眉/一時迄・南

 流は一高.潮后/時より低潮后/蒔迄流れ最強流速.は6,8ノット

 に達する。.、

 一◎桑島の北酉端附近においては黒ノ.瀬戸より1之強烈な落潮碑
 あ影響差うけて流速ユ}ノツトに達するが、張潮流!は甚だ微

 野である・岬と倉津甲との闇㍗道に拍いセ書1流干/ノ了
 トである。

 ◎陶久根犬島より南方川内川口1に至る沿岸においては.、・北流は
 低潮后約、2島より葺溺后'2時迄、檎流は高潮眉約2時から低

_/3.二



 帯后約2雛流れ・流速/ノツトを甲㍗、し1:
 伍)低抗板に‡ゑ桝弾11・し二.・1...
調査月日一昭和37年/2月4日

 調査方法は低抗板(30×.30版)を用いて、2一測点からの・

 コンパスによる/5分母の追跡測量を術った㌧

 当日の天候は快晴信曇・軍・岬辛…時よ・分より1坤・～
 2で潮流調査として.は風g影響掌殆んどなかつ・た。又調査結果一
 は別'図の通.りである。

 ④赤瀬川地奉小潮時の張潮流

 低潮師・雫から鯛直罰幸で存㍗結果で1ま岸寄1(水
 深ム・秘).干は岸に平行しなが1ら南流し亀崎へ緯しれ・る。
 流速は.Z8炉・.坤手.。

 放流恵巨岸500m(脊深2'㍗.㍗同じく'南流しながIら亀崎
 へ接近して元島へ向って流㍗}師I遠二は一・/α4砿/8セ・ある二。
 放流点巨岸8・0甲く岬阜叶でも岡一qく南流カ壬午られ干が一
 高潮前パ時。カ)ら西迅、レて沖へ亭う流れに奉り一流速/脇〆・
 である。..一

 流遠は跨灘に即くにつれ微弱となる即がみI千一㍗るが・、牛
 深2肌にみられるよう忙亀崎.立売島との水道に紅いては=高潮

 前で辛るにも州らざ・㍗㌣琴れ(!64㍗ぐ)
 を生ずる。.

 ⑨赤瀬川地先小潮時師、夢・、.一。I・一㌧
 高潮蟻から低潮后絢4挿まで打つだ結果では、巨摩/ぷ0

 '～300肌では雫潮{亨なつ㍗しばらく南流がみられ干が・
 高潮后ユ5時頃から北流に変っている。流速はI極めて微弱で

 (μ吋岬〃)ψる;
 魔水口予定地先附近は黒瀬戸～手島を結ぶ南北流の反流域に.
 該当す予場・研のようで戸低潮雫カ㍗・ら2㍗5.雫闇位gづれ幸一
 も?て・南北卿ら匁れる・∵あ.る㍗㍗が雫勢
 で、北流は極めて微弱である。、

 .一一/"一・一1



 .侮)小野氏潮流計,に土る'潮流調査
 調査月目昭和38年2月2ク目～281ヨ

調査方法

 小野式自・配流速計李別区帥、/及び2に水深5m層に敷設し
 25時間観測を実施した。.当日の天候は曇こ季餓風が強く風力

 3以上で流速許本体の左一石動が大きく、極端な時は8ぴ内外の

 フレを生じ、結果としてはや㌧正確を欠くものと考える。

 S㌔/ではS60「固から固にかけて・南下流だけを記録し流速は・一

 ク～/3㈱≒/昌ecで.奉る。.

 亭㌔2ではS3ダWからS5ぴWにかけて南下率だけを記録し
 流速はノ0ん26物イs冶。である。

 w'水深調査

 調牽月日一昭和38年2.月27日～28日・一
 調査方法は魚群探知機を使用し、水深算出は佐北傑港の高潮、

 一低潮の時間平びに潮岬を塞雫にして阿久根苧の潮時・鯛を算出
 一し常々最低低潮一面からの水深を求めた結果は別区の通り'」である。
 ㊥亀崎～桑島より以北脇本番所鼻に至る区域は沖へ向うにしたが
 って緩やかに榛くなっている。

 ◎大島と阿久鯛の水単では中央部に洲.て鰍とや㌧叩熱分
 がみ・られ・その北側!ま桑島～千島g方へ緩干かに濠けり・頃.
 側はや㌧深度が急である・。I

 ◎桑島,大島の西側.では念深となり特に桑島の西鰯でその傾向が
 著一し=い。・

 一ノ5}.



調査地点図

汀生物採取
 底麓堂物・採取



定置観測(5月分).

養.殖部

 水温は今月に入り飛躍的1…」=昇し、最高2.4・0℃二最低/Z2℃
 一と.その差十68℃を示した。しかし月平均平年差は十0.8に示され

 るようにようやくにし下平年.並に復帰し、2月の低水温(平年差一一

 ㍉.・℃)岬響が・月上旬迄続いたもあと思帥る。.
 比重は最高。2Z/8、最・低23,35とその差3.83に示されるように一

 その変動・は大きくたったが、これは今月分総降水量443.7鰯で4月

 分.のそれとの差は十249,7醐であり、亦5月分平年差は十/9仏3螂

 壬非常に多かった事にもよると思われる。しかし、昨年/0月'以降'

 の高翻度であったのが月平均平年拳十0.64に示されるように、今
 月に入り平年並に'復帰した。

 (降水量は鹿児畠地方気象台の資料による)

旬間平均表

         '一1一一旬表面水温C         一'一'一一比・璽rバ5、
         平均1前句差,平年旬差平年差

         」山

         上ユ7,8C十ユ,㌘一

         中20,8℃十3,o十ユ・2

         下↓榊o十ユ〃一一一■''oI.一I一'■一十〇刊一I         月平均一口          20,5ザ
 (・但し、平年水温、比率値は/952年㍗/9今2年間の内・/9夕5・一
 .{∴ン960年を除いた9年間の平均腫)

 一!クー
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一般漁況(.5月分)

 漁業I部

 ※5月の海況・

 屋久島の沿岸表面水温{辛上旬"6℃を示し・平年干りα6℃低.
 く叉下句には東支那海の表面水温は急に上昇し夏型の海流となり屋=

 久島で2夕3℃と平年より/。8℃高くなった。一方牛深の沿岸表面

 水温は上句/Zク℃で一前年より0.5℃低く下旬20,4℃で前年より

 ∴2℃高{な?た・以上のように表面水温の上昇はあったが、まだ
 中層.以下の水温は低一目が続いている模様である。

 轍東海サバは.ね釣、

 、5月中の入港船は/3隻.4.2Z550鞠。漁場は前月同様魚釣島W

 .20浬に集中し、W40連では好漁をみなかった。・

 辞業は6～9日間で中には3日間で3Z000醇漁獲とい一う好漁船も
 去ったが、6月にはい.り漁況は急激に悪くな?た。
 魚体は中.型魚が大部分立体長範囲は田工・2.95～360鰍であった。

 ※近海サバ海況

 鹿児島港根拠のサバ船は例年より約/ケ月遅れ4月20日頃から

 .出漁し、天秤釣は星久島一湊沖合で、延縄は種子島の馬毛島南部で

 主に操業した。漁は普通漁で/航4～7日で/。000晦前後の水揚を

 なした。魚体は大型魚が多くFL330～425肌。

 類マグロ延縄

 前月同様クロマグロを対象にN.20～jグ.逼/28ん/29。孕0'

 で/航クロマグロ/.0～40本(/本!00㍗/5りK穿つを漁獲しか
 たりな漁であった;

 ※小型軍縄
 種子島S田201～30」渥.附迂.のキハダ枇ゾ擬21㍗都日=1翻硬菌錯半/0

 尾迂ゾ0～50陣)と芳しくな一がった郡二下旬30尾漁獲した船も

 一ノ9二一一



 あった。漁もようは普通汰であp牟;

 轍.旋二.網、l1
 枕崎港根拠一の片手一巾着縄はその犬部分が引上げ若千在港している

 が・漁1土1悪1主に種子帥近海のムロー小アジを対等に操莱し・,I
 延/一ク毒咋でZ0'0σ箱・を漁獲レた“・木野港根岬準網では野中燦カ)
 ら.こしき島にかけてタイ類を3.続39.2一箱、こしき島西部では小ア
 ジを34統で/0,060箱漁獲した。.

 率I。カ.㍗/本釣・
 大型船1坤湾近海で・小型船は屋伸を主に操業し一書搭都紬方.

 面への出漁もみられた。中旬享こ・は屋久島近一海にI出漁する大型船もみ

 られ又・喜界島附近でピン.一チョーウの竿釣にでた曳.の・もあ.った。
 屋久島近海で一はカツオの.小(一6=0・%)I.が多く又シビの混獲率も高か

 った(/0～30%)、台師海で1きグ才の・卒が多/(・・～
 }0%)、シビは5%以下.で極珍て少奏い。

 大型船!4隻一・30ぶ9/8K茅.」./.撃平均.2/,8ξ/鞠
 小型船23=ク隻2,082;37/..K穿/.隻平均・8780晦.

 灘..メチカ釣

 4月下旬か一ら5月一杯佐多岬から屋久島にかけての一帯でメチカ

 釣・りが行われ山川港入港船実績では.延÷・6隻69・78イ鞠(/隻平均一
 ・/,£一40陣)・を漁一獲したq・.一・一…1・「

 蝦飛浮華縄一I...I一'.一一'1
 種子・屋久島の/ピウ才は例年5.～一・月に漁獲さ㍗.るが漁.期中

 駿一流.勢力・が・1辞しく弱くあIまり期待は.・も乍たかっ・た。

 .鰍は・た久鮒5月ヂ蝕川'0上万属十一駈・亭で!奉・・5月中の漁季蔓は
 皆無で6一月に入g4日間で!00万尾擢産の漁獲が.あった.。

 g。{上こしき島の漁一況

 ・Io定一瞥綱

 20τ一



 上こしき島の北部箪びに西岸にある一本松、黒瀬め両定置は不

 漁のま㌧終漁し一一方チこしきの東岸6こ隼する平良の牢置はかな
 りな成績を納めているp-

 ○巾着網

 全般的な巾缶網の不漁で一片手巾着網、山小翠巾着I網.と'も不漁で
 あった・。

 ○磯追込網.

 沿岸性・底棲魚を対象一に5月から操業し。2統で4回申漁し、かな.
 りな漁である由。.
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 5月のマグロ延縄漁況

漁業部

 5月は沖縄近海のクロマグロの盛漁期で、各船は殆ん'とか此の附
 近で操業している。調査船数は.・・紅クロマグロ釣獲率は坤一
 0./6で37年5月の0、一20よりやく一下廻うている。
 漁場は、4月はビーンナガを目的として26伽以北一、/30g～/40“

 田附・事とな?ているが・・月は南下し・/へ側叩平から・琉
 球列島寄りに30.N、/3グ田附近迄広がっている。

 一航海。20日内外て/0～/5回操業)でクロマグロ1/0～30尾

 内外を漁獲している。クロマグロの魚体は第2図の如くで/0g～

 /60陣のものが最も多い。これを36年及3ク年5月と比べると1

 や㌧大型となっている。

 一兆の漁期はバショウカジキの漁獲が目立ち/ダN、/。2!荘附近

 では釣獲率㍑・というのも見られ月間α4㍗宗一し繍となって
 いる。

 第1図a　マグロ・カジキ計釣獲率(38年5月)  第1図ｂ

クロマグロ

釣獲率(38年5月)一
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 ・養殖部.…一、'、

 激㍗十日.㌻幾ぐ絡会㍗部会出癖
 激5月。24～25日ワカメ採苗一於東町

 燦6月3～.6目実験用!Pチョウガイ購入・.於佐多町
 .簸6月7～ダ日ワカイ採苗指導於高尾野町.

 類6千/0日㌃二簑ガイ.ラ∵斡旋畔
 敗6月ノσ～/3日実験用クロチョウガイ採取打合せ、アワ

 ビ再捕調竿於荏多町・頴娃町・

業部一

類照南.丸.

 ・月ギ・目雫シヤ嫡壷(西海区水研と葉同調査)一ま1税
 引続き主機関分解調整
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 5月2ク日～6月6日種子島～.こしき島～五島近海にてブリ

 仔琴捕に従事。.
 ノ6月//㍗/7日一志布・志{油津沖合雫てブリ仔採捕に従事
 ※か.一もあ

 5月/8日プリ仔採捕より帰港

 5月2/日～6月/3日}ブリ仔採捕('西薩海域～牛深・沖合)

 ○製造部

 一※調味ふぐ韓燥に関する試験ミ南宇式人工乾燥機による乾燥温

 産・風速・風箪が習味ふ㌻に対す坤坪雫.間再製品雫帥及ぼ.
 す影響に・ついて検討・。・、

 ※裸節真空包装試験:山川水産力b工組合の依頼によう裸節の真

 空包装並びに保蔵中における成分変イビにっき誠一騎、かねて薬品

 (デハー・イドロ酪酸、・ソ・ルビン酸)に1よる防徴の効果につ・き検討。
 ※煮干品変敗防止試験=煮干きびなの品質向上を目的に薬品

 (タリンサン、フレーツシヤーB)利用による変数防止試験実施。

 ※とび魚加工講習会(星久島)

灘.南星武人工乾燥嬢取扱指導(阿久根)

 熟漁業技術修練合(内ノ浦、志布志)

 ○調査'部

 一※プリ仔種苗管理4月25日～6月20日.

 4月.25日炉ら串木野港を基地にブリ仔弾苗管理を行い■ブ。
 リ仔/6,000尾を牛根、垂水の各蓄養場に出荷した。

 今年はブリイ子.出現分布が昨年に比べ極めて悪く一、急病の発生

 等に.よる整.死もあって需要尾数の7;3%の出荷に終った回
 蝦P-OP対策試験:・内水面養殖場に潤いて除草剤POPの影響一

 による魚類の繁死が昨年から亨鞄1干発生している率・このPOP.
 が養殖場附近に流入して来たという仮定のもとに水門を閉鎖し

 ・・ノ、一ヂカルボシプを用い亡崩抑;甲環を行い・'水質・魚類の棲.
 息状態等がどのよ.うな影響jを受け{るかの試験を打つだ。
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆奄美短信☆

 ☆☆☆☆一し☆・☆☆☆☆☆☆

 .§.待ちに待つだNHK総合テレビは6月ノ0日午前6時を期して

 本・放送が始ったg開局記念行泰一として有名なバイオリニスト久保
 陽子さんの独演奏(名瀬市出身)、浪曲家相模太郎さ'んの独演会

 など・にぎやか狂うちに幕が。あいた。又それぞれ有名人と言われ・る

 人々Iもろぎつぎに顔みぜに来島し、一万才だ乾杯だと括めでたいこ.

 と続きだうたようです。か古仁崖町内のテレビはダメ。ダメとい

 っても名瀬市に比べて一である。名瀬市の映像は本土と全く.変.らな一

 い。をのためか古仁星のテレービアンテナは大きくI、丁度無線.アン
 テナみたいである。その上、見える地区も亭れば全く見え.ない地
 区もあるI。即ち.可視帯と否可視帯とがあって;テレビ屋は注文を

 受けた場合その家を中心にしてアンチ.ナを持ち、こ㌧はどうか、

 ダメかそれならζ㌧はどうかとしている・うちに、いつの間にか他

 人の屋根に立って汗を流している。それにしてもメニカーは一

 台でも売り込まねばという根性は気に八つたが、これらの光景を

 見るに涙、聞くに涙で全くあわれさ・を感ずる。このよう一なご一とで

 分場職員闇で電気工学の談義も千時は花やかに出たものだ?..
 大島はテレビ販売会社にとっては処女地、大島の土地に合して製一

 作したテレビだとPRして各業者入り乱れ下の販売合戦、アンテ
 ナだけが一万円以上もする'特製であってみればテレビも6万円・以

 上になる二台仁慶だけが放送文化から見棄て.られた陥没.地である。
 それにしても野球はいつか、相撲はいっからと職員もぽっほっ買

 ・い気が起り、近き将来スポーツ評論家どうしの論議ち近いことで
 しよう。

 §今年は台風の当り年、6'月までに早や4号までが通過した。先

 日清水部落の古賀農園に行ったところ園長が、今年は特に蜂の巣

 作りは2尺以下にある。.例年だと目一め高さ以上にあるんだが一な一一.

山25一



 と言っていた。下等・動物の防衛本能Iの・しから一レむると∈ぢカテ。3
 '号.・暑台風雫Iには南大東島声・ら喜界島沖のク'・ロマグロ・の漁場牟ら
 続々古仁墜港に避一難し.その数・30隻'、時化に・なると魚市場はいず

 こも同じく品切れになる。そヒで小売人達が漁一船に魚を買いに打

 つたところ}尾30万円と聞いてびっくりしたそうだ。

 いよいよ台風季節となれば野菜不足'、米不足ρ騒動が起り.かねる。

 しかし在住4ケ年以一上と・もなると慢峰になるよう'です回一一
 §今年は俄然パニルブーム。今までは油井小島のマベニー瀬相湾の

 アコヤ貝、マベであったが㌧.今年からA業.者は久慈湾、阿鉄湾そ

 して寵郷湾に、B業者は焼内湾とそれぞれアコヤ.貝の養殖を.実施

 するようになった。結局四業者の競走となっただ1千に養殖係は大
 いに張り切づ、三一重県のパ」ルに比肩いやそれ以上になる日も近

 いだろうと基礎研究を進めている。

 §先日、名瀬湾でカタクチイワシが捕獲された・との情報で係員が

 現地に出向いて調査したとこ.ろインドアイノコであった。話によ

 れば、未だ力・って.このよ・うな魚の来勝はみられず今年がはじ隼て

 である、4月中旬カ・ツオ餌料をとる目的で寵郷湾に出漁したと手

 ち連日この魚が捕獲されたとのこと。雫の量は約2トンあg非常一
 にめずらしいことである。・例年カツオの初漁期にエサ不足で四っ

 ていた矢先、一名瀬地区のカーツオ漁船に・とってはまさに福音の知ら

 せである。一今年限りの異常澗游でないことを祈る。それにしても

 水産生物の不毛の地といわ.れてき.た奄美大島も真珠ブーム、ウニ

 :加工;インドアイノコの姻游とそれぞれ忙が.しくなり基礎研究に
 ∴層の馬力がか㌧ってきた。

 Y、工一生
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 ☆☆☆☆.☆芦☆☆☆☆☆☆☆、
 ☆分溜の.動き☆

 ☆☆☆☆☆汝☆☆I☆☆☆☆☆

 ○製造係

 ※5月下句㍗6月上旬・..・て

 今年度第」次ウニ加工試験実施・.原料を諸島に求め72晦を

 採卵約300本余の生産をなす回歩留りは未熟卵多く、一若干年
 羊均を下廻るも色沢良好。目・下名瀬及.鹿児島の商店.にお.いて試

 買中。ウニ加工については地元に/、2の企業化希望者があり

 加工法その他指導中。奄美ウニの市場進出も年内には回I答が出

 るものと思料す.。

 数々ツ才水揚(本試工場分)5月中約/3,000陣、6月も引続
 き好漁。

 ○養殖係

激5月22日(}23一日

 今夏から焼内湾(宇検村)にてアコヤによる真珠の試験養殖

 が予'足されているのでこ㌧の漁場調査を打つだ。観測点を//

 点決め0,3、/0肌層について測温稼水プランクトン(5肌

 層カ)ら)の採取を行ヲだ。採水されだものについ下は塩素量・
 酸素量・GO1〕・Oa、珪酸、燐酸・アンモニヤ窒素・亜硝酸

 硝酸窒率等の栄養塩の分析・プランクトンについ.ては沈澱量と
 査定を.行った。

 ※6月/。2目

 5月/4目に第一回目の裸柚湾の真珠漁一場調査を打つ。たが、

 6月/2日第。2回目Iを前記の焼一内湾g観測同様実・施した。
 薬6月'7日.I

 マベ・クロチ白ウ稚貝の測定を打つだ。
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 S工.'一S亘一SW

 マ・べ平均9,0㎝、×エ8㈱.30;48

 max・/σ3彦×一68"4058

 min8;3"×'5」0〃22.4チ

 クロチョウ平均ユ4"×ユ2"ユ4.2牙
 血ax-3.6"X3.6"ク08

 皿in/。0〃X。!、0"0.4牙

 去る5月9日に測定したときと比較するとマーべでは殻長/,/ク

 脇殻高で∴/脇重さは20,548で約人5倍の増加をみてい6。

 又、クロチヨウで.は殻長0.49脇殻高でα55鰍重さ一は/,4ρ

 牙で約獅増加を千て沽水温の十昇.と共に年長!干しい1
 ※6月/0日、20.日

 イセエビふ化及び幼生飼育試験のため、親エピを採捕したが、

 いずれも鈎を使用する牟め/～2目で蜷死青るので以後採捕の
 方法を改める必要がある。な拘、繁死し老親エビから摘出した

 卵を34フラスコ中戸こて通気飼育を誠一みている。

 OI漁業係

 雫瀬湾でカタクチイワシが漁獲さ枠たこと一で現地に出張・標
 本予採集した静索した≒ころ背櫨骨準・2～・3・蝉・・
 '～/9、背鰭./6条でカタクチイプシ科、インドアイノコ属、
 インドアイノコと査定した。・

 インドアィノコを漁獲一し島ツオ餌料;と使用した量は。2トン以上

 採捕地は寵郷湾、名瀬湾、焼内湾である。このうち寵郷湾Iが最

 も多い。今後掴瀦及び資源調査を実施する予定回
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